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症におけるRod Ratation後の椎体回旋悪化を引き起こす危険因子の検討．第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会；
2020 Sep 7-9；神戸（オンライン)． 
28) 鈴木賀代，安田剛敏，関　庄司，渡邉健太，牧野紘士，金森昌彦，川口善治．転移性脊椎腫瘍に対する放射線


















53回日本骨・軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-30；オンライン． 
33) 安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，川口善治．80歳以上の軟部肉腫の臨床的特徴と治療成績．第53回日本骨・
軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-30；オンライン． 
34) 里見昌俊，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，牧野紘士，金森昌彦，川口善治．坐骨神経発生の滑膜肉腫の1例．
第53回日本骨・軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-30；オンライン． 
35) 王谷英達，小林英介，和佐潤志，齊藤誠人，中　紀文，武内章彦，小林　寛，鬼頭宗久，森井健司，安田剛敏，
永野昭仁，濱田哲矢，塚本真治，箱崎道之，末原義之，原　仁美，西村俊司，上田孝文．転移性孤在性繊維性
腫瘍の治療成績に関する多施設共同研究−JMOG研究−．第53回日本骨・軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-2020 Sep 
30；オンライン． 
36) 鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，川口善治．大腿骨近位部転移性骨腫瘍に対する腫瘍用人工骨頭置
換術の術後移動能に影響を与える因子．第53回日本骨・軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-30；オンライン． 
37) 鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，川口善治．大腿骨近位部転移性骨腫瘍に対する腫瘍用人工骨頭置
換術の術後移動能と生命予後．第53回日本骨・軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-30；オンライン． 
38) 渡邉健太，安田剛敏，鈴木賀代，金森昌彦，川口善治．骨肉腫における腫瘍マーカーとしてのアルカリフォスファ
ターゼの意義の検討．第53回日本骨・軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-30；オンライン． 
39) 佐藤菜々映，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，川口善治．下腿皮下組織に発生した，石灰化を伴わ
ない骨外性骨肉腫の1例．第53回日本骨・軟部腫瘍学術集会；2020 Sep 11-30；オンライン． 
40) 平岩利仁，徳永邦彦，藤原勇輝，福西成男．術中Stem前捻角計測器具Gガイドは何を計っているのか?．第14回
日本CAOS研究会・第26回日本最小侵襲整形外科学会；2020 Sep 21-22；高知（オンライン）． 
41) 平岩利仁，徳永邦彦，藤原勇輝，福西成男．Gガイドによるステム前捻各の3次元的精度検証．第14回日本











外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
47) 関　庄二，牧野紘士，亀井克彦，箭原康人，八島悠至，川口善治．側弯症のShort anterior fusion後に約6年間
Time savingできたBeckwith-Wiedemann症候群の1例．第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 
9-Nov 10；オンライン． 
48) 鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，川口善治．血行再建術を併用した軟部肉腫切除術の成績．第135回
中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
49) 伊藤芳章，御旅屋宏史，松下　功，平岩利仁，平野典和，川口善治．術後2年のstress shielding程度は術後半年ま
でのステム周囲骨密度から予測可能か．第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；
オンライン． 
50) 頭川峰志，廣川達郎，長田龍介，川口善治．反復性遠位橈尺関節脱臼の治療経験．第135回中部日本整形外科災
害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
51) 渡邉健太，安田剛敏，鈴木賀代，金森昌彦，川口善治．長管骨発生の軟骨形成性腫瘍の画像ツールによる有用
性と意義．第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
52) 峯　隼人，下条竜一，野上真紀子，川口善治．Single-Radius型とMulti-Radius型CR-TKAにおける術中関節ギャッ
プと術後患者立脚型評価の検討．第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンラ
イン． 
53) 牧野紘士，関　庄二，安田剛敏，箭原康人，亀井克彦，川口善治．腰仙移行椎に伴ったL5神経根障害に対する
手術加療の経験．第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
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54) 廣川達郎，頭川峰志，牧野紘士，長田龍介，川口善治，山上　亨．尺骨非定型骨折の治療方針に関する
systematic review．第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
55) 廣川達郎，頭川峰志，山上　亨，川口善治．ビスフォスフォネート製剤長期服用後に両側大腿骨非定型骨折，
尺骨非定型骨折を来した1例．第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
56) 亀井克彦，関　庄二，牧野紘士，箭原康人，安田剛敏，川口善治．胸椎硬膜外海綿状血管腫の1例．第135回中
部日本整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
57) 田村　嵩，伊藤芳章，山上　亨，平野典和．AccoladeⅡステムでtotal fitが増える因子の検討．第135回中部日本
整形外科災害外科学会学術集会；2020 Oct 9-Nov 10；オンライン． 
58) 金森昌彦，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，川口善治．初回手術後6年以上経過して，局所再発なく肺転移を生









62) 箭原康人，亀井克彦，牧野紘士，渡邉健太，野上真紀子，関　庄二，川口善治．Single-cell RNA sequencingを用
いた胎児卵黄嚢および造血幹細胞由来破骨細胞前駆細胞の遺伝子プロファイルの比較検討．第35回日本整形外
科学会基礎学術集会；2020 Oct 15-Nov 16；オンライン． 
63) 箭原康人，亀井克彦，牧野紘士，渡邉健太，野上真紀子，関　庄二，川口善治．Single-cell RNA sequencingによ
る経年的な骨修復能低下メカニズムの解明．第35回日本整形外科学会基礎学術集会；2020 Oct 15-Nov 16；オン
ライン． 
64) 亀井克彦，箭原康人，牧野紘士，鈴木賀代，渡邉健太，関　庄二，安田剛敏，川口善治．脊柱後縦靭帯骨化症



































Management Meeting in Osaka; 2020 Jan 30；豊中．（招待講演）
2) 川口善治．難治性脊椎疾患の診断と治療−各種ガイドラインの利用法を含めて−．釧路市整形外科医会学術講演会；
2020 Jan 31；釧路．（招待講演）





Symposium; 2020 Mar 3；横浜．（招待講演）
6) 川口善治．腰痛に関する最新の話題−神経障害性疼痛，病態と治療の再考−．疼痛コントロールのこれからを考
えるin大分・疼痛治療UP To DATE; 2020 Mar 5；大分．（招待講演）
7) 川口善治．腰痛治療に対する最新の話題．第57回秋田県脊椎脊髄病研究会；2020 Mar 7；秋田．（招待講演）
8) 川口善治．運動器疼痛疾患における診療・治療ガイドラインの活かし方−神経障害性疼痛の治療を含めて−．小
矢部市医師会学術講演会；2020 Mar 17；小矢部．（招待講演）















まえて−．Pain Live Symposium; 2020 Oct 28；オンライン．（招待講演）
17) 川口善治．コロナパンデミック後の医療の変化−脊椎手術および慢性痛を有する患者の対応を含めて−．第54回
日本側彎症学会・ランチョンセミナー；2020 Nov 6-8；オンライン．（招待講演）



















27) 川口善治．Neuropathic Pain Forum in Chibaミロガバリン発売1周年記念講演会．2020 Feb 19；千葉．
28) 川口善治．MySpine Cervical Web Meeting．2020 Jun 13；富山．
29) 川口善治．リリカ・インターネットシンポジウム．2020 Jul 30；富山．




33) 安田剛敏．がん性疼痛の痛みコントロールとQOLの維持について．Pain Live Symposium; 2020 Dec 9；オンライン．
34) 関　庄二．骨粗鬆症と椎体骨折．富山県義肢講演会；2020 Mar 7；富山．（招待講演）
35) 関　庄二．症例報告．思春期特発性側弯症合同Webカンファレンス；2020 Jun 1；オンライン．
36) 関　庄二．症例報告．思春期特発性側弯症合同Webカンファレンス；2020 Dec 3；オンライン．
37) 関　庄二．思春期特発性側弯症治療のコツとポイント　装具から手術まで．第31回日本小児整形外科学会・ラ
ンチョンセミナー；2020 Dec 3-4；オンライン．（招待講演）
38) 関　庄二．ジョンソンアンドジョンソン講演会．2020 Jun 26；富山（オンライン）．思春期特発性側弯症の手術
治療−アウトリガー法−
39) 関　庄二．旭化成ファーマ講演会．2020 Sep 30；富山．成人脊柱変形の手術治療について
40) 関　庄二．骨関節リハビリの頼れる病院2021  p45 側弯症手術．
41) 下条竜一．バスケットボールに多くみられるケガについて．2019年度富山県指導者養成講習会兼JBA公認コーチ・
リフレッシュ講習；2020 Feb 8；富山．（招待講演）




44) 下条竜一．回旋アライメント．E-campus From History to the Future; 2020 Nov 18；オンライン．
45) 伊藤芳章．株式会社日本エム・ディ・エム研修会．2020 Jan 24；東京．アプローチの議論に必要な股関節解剖
の知識
46) 伊藤芳章．株式会社日本エム・ディ・エム研修会．2020 Jan 24；東京．Taper Wedge stemの設置位置と骨反応




49) 牧野紘士．旭化成社内勉強会．2020 Sep 14；オンライン．高齢者の脆弱性骨折−脊椎を中心に−
医
　
　
学
　
　
部
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